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教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

国語 ２ 東書 新編 新しい国語 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・ 中学校学習指導要領（国語）に示された目標に則り、指導事項と言語活

動例がもれなく扱われている。生徒が言葉への自覚を高め、言葉による見

方・考え方を働かせながら言語活動に取り組めるように工夫されている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・ 各教材冒頭の「見通す」で学習の見通しを持ち、教材末の「振り返る」で

学習を振り返るとともに、次の学習への展望を持つという仕組みによって、

生徒が主体的に学習できるように工夫されている。また、教科書全体を通

して、協働的な学びの場面が多く設定されている。 

３ 分量 ・ 本編の内容は、生徒や先生の過度な負担とならないように精選されてお

り、資料編と QR コンテンツを活用することで、学習を補充したり、発展さ

せたりすることができる。 

４ 使用上

の便宜 

・ 多数の QRコンテンツが用意されており、個別最適な学びを支援できるよ

うに配慮されている。 

・ 資料編と明記し、各学年とも、本編とは別の小説・説明文や古典作品、古

典作品の解説などが掲載されている。 

５ 印刷・製

本等 

・ 文字組みは読みやすく、イラストや写真は鮮明に美しく印刷されている。 

・ 軽量化が図られている。軽く、かつ、裏写りを抑えた、文字が見やすい用

紙であり、生徒の身体的負担が軽減される。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 当該学年の学習事項が領域ごとに掲載され、学習指導要領との対応が明

示されている。 

２ 「未来を考えるための 9 つのテーマ」をもとに、国語の学習を通して自

分や社会の課題と向き合えるように工夫されている。 

３ 「情報の扱い方」を重視し、情報リテラシーを育成することができる。 

４ 四季折々の詩歌が印象的な写真とともに掲載されているなど、豊かな日

本語に触れる機会が多く設けられている。 

５ 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習指導がバランスよ

く配列されている。また、２学期、３学期どちらも対応可能。 

６ 全ての指導事項が扱われ、言語活動例が網羅されている。また、生徒目

線で書かれた「問いかけ」が明示されている。 

７ 全ての指導事項が扱われ、言語活動例が網羅されている。 

８ 全ての指導事項が扱われ、言語活動例が網羅されている。また、問いが、

「つかむ」「読み深める」「考えを持つ」の 3段階で示されている。 

９ 各学年とも、2か所に「読書教材」が設けられている。読み比べや読み広

げ、あるいは読書の意義を感じることができるように工夫されている。 

10 「『言葉の力』一覧」を通して、生徒が 3年間の学習の見通しを持ったり、

既習事項を振り返ったりすることができるように工夫されている。 

11 説明文は 3系統、文学は 5系統からバランスよく扱っている。 

12 我が国で長く読み継がれてきた優れた古典作品が、文種や内容、成立年

代を考慮してバランスよく取り上げられている。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

国語 １５ 三省堂 現代の国語 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・ 学習指導要領に示された教材選定の観点をふまえ、各学年の発達段階に

応じた学習意欲を喚起させると共に、基礎的・基本的な知識および技能の

習得と、思考力・判断力・表現力等の育成に資するよう工夫されている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・ 各教材に「学習目標」、「学び方」が示され、主体的・対話的で深い学びを

促し、見通しをもって取り組めるよう工夫されている。末尾では次への学

習や学びを広げたり深めたりすることができるように配慮されている。 

・ 言語活動が重視されるとともに、自主的･自発的な学習が期待できる。 

３ 分量 ・ ３学期制・２学期制の両方に対応するよう、配当時数を考慮して、単元

が構成されており、各領域及び分野の内容に偏りがなく調和が取れている。 

４ 使用上

の便宜 

・ 本編と資料編で構成されており、各学校での弾力的な学習ができるよう

工夫されている。 

・ 「学び方」を学ぶことを重視し、他教科や社会生活における言語活動に

おいて活用できるよう工夫されている。 

５ 印刷・製

本等 

・ 特別支援教育やカラーユニバーサルデザインに配慮し、全ての学習者に

対して分かりやすくなっている。 

・ 製本は耐久性を考慮。独自の書体を用い誤解が生じない配慮をしている。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 学習の見通しと、学び方が明確に位置付けられており、主体的・対話的

で深い学びに繋がるように工夫されている。 

２ 「読み方を学ぼう」には、思考力・表現力を伸ばすための方法が示され、

他教材・他教科での学習に活用することができるようになっている。 

３ 各教材で「思考の方法」が位置付けられており、情報と情報の関係を捉

えたり、考えを整理したりする力を養うことができるようになっている。 

４ ｢語彙を豊かに｣を設置し、語彙を磨くことができるようになっている。 

５  各領域における「つけたい力」に「知識･技能」「思考力･判断力･表現力」

が位置付けられ、年間を通じてバランスよく指導できるようになっている。 

６ 教材においては「学習の流れ」を設置し、「対話・交流・共有」によって

学習が進められるようになっている。 

７ 言語活動に応じ「自分の考え」を形成することへの展開を仕組んでいる。 

８ 「文種」に応じて、必要な言語活動の学習が配置され、学習の見通しが

持てるように文頭の「目標」に示されている。 

９ 作品の最後に「私の本棚」を配置し、様々な分野の読書を紹介し、生徒

の読書意欲を高める工夫がされている。 

10 「言葉、情報、言語文化」における学習を基に〔思考力、判断力、表現力

等〕に示す指導を必要に応じて取り扱うことができる内容になっている。 

11 「つけたい力」に応じて、バランスよく教材を配置し、文種の特徴を生

かした指導ができる内容になっている。 

12 各学年で古典の学習段階を踏まえ、身近な内容から発達段階に応じて親

しめる内容になっている。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

国語 １７ 教出 伝え合う言葉 中学国語 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・ 現代の諸課題に言葉の教育という側面から応え、言葉による見方・考え方を

はたらかせ、正確に理解し適切に表現する資質・能力を高めるために、各領域

において教材内容が工夫されている。 

・ 指導内容を螺旋的・反復的に繰り返して学力向上を図った指導ができるよう

に、学年間と学年を通しての系統的な学習が進められるよう工夫されている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・ 各教材には「学びナビ」と名付けられたコラムが、各単元の適切な場所に設

置され、自主的な学習を導くことができるようになっている。また、各教材に

は「目標」その教材で身に付けたい力や学習活動の重点が明確に示され、「みち

しるべ」で生徒の主体的な学びを引きだそうと仕組まれている。 

・ 「SDGs」を踏まえた現代的な課題を積極的に取り上げ、論理的な思考力・多

様な考え方・対話力を高め、協働的な学びができるよう工夫されている。 

３ 分量 ・ 各単元において、領域や指導事項に偏りがない。また、学習時期も考慮され、

発達段階に応じた教材がバランスよく配置されている。 

４ 使用上

の便宜 

・ 単元のまとまりがわかりやすく配列され、主体的に学びを進められるように

工夫されている。 

・ 説明文やメディアなどの学習では、写真やグラフが発達段階に応じてわかり

やすく配置されている。 

５ 印刷・製

本等 

・ 各学年の基本色を設定し、統一的で落ち着いたやわらかい配色とデザインに

なっており、色覚の特性を考慮した表示となっている。 

・ 発達段階に応じて、学年でフォント数や行数を変化させている。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 「学びナビ」で学習の見通しをもち、「みちしるべ」で主体的に学び、「振り

返り」で学習の定着を図っている。 

２ 社会生活に必要とされる思考に支えられた表現を培う教材を選定している。 

３ 「ＳＤＧs」教材、情報・メディア教材を設け、協働的な学びを仕組み、発達

段階に応じて社会との関わりを考えさせるように工夫されている。 

４ 各単元の最後に、季節に応じた和歌や俳句に親しむ内容を取り入れている。 

５ 単元の中で各領域の学習内容が年間を通してバランスよく配置されている。 

６ 年間通してバランスよく配置され、学習手順・例がわかりやすく提示されて

いる。 

７ 「Ｂ 書くこと」については、表現や、構成などのポイントが示されている。 

８ 「Ｃ 読むこと」について、論理的思考を育てるための工夫がされている。

また、自らの表現力を高める構成にされている。 

９ 単元ごとに本の紹介が配置されており、読書に対する興味を高めることがで

きるようになっている。 

10 中学校で学習するすべての漢字を教材の中で学ぶことができるようになっ

ている。また巻末に文法教材を準備されている。 

11 発達段階に応じて配置され、文種も調和のとれた教材が扱われている。 

12 古典作品が豊富で、発達段階に応じて口語訳の示し方にも工夫がみられる。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

国語 ３８ 光村 国語 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・  ３年間を通じて未来を切り開く言葉の力と創造性、幅広い知識・教養と

豊かな心、社会参画に資するコミュニケーション能力等を育成するため、

言葉による見方・考え方を育む系統や教科横断的な関連が図られている。

また、主体的・対話的で深い学びを実現するカリキュラム・マネジメント

を意識した内容である。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・  言葉に関する興味や関心を深めるためのツール（「言の葉ポケット」や

「語彙ブック」）、及び「学びのカギ」や「学びの地図」を通じて主体的で

対話的な学びが促進され、主体的な学びを可能にする構成である。 

３ 分量 ・  「本編」は発達段階と学習の持続性を考慮してバランスよく配列され、

「学びを深める」には文法や評価問題「国語の力試し」、語彙ブックが含ま

れるなど、教材数と領域のバランスが工夫されている。 

４ 使用上

の便宜 

・  カリキュラム・マネジメントの観点から「話題・題材の選定」に各教科

の内容が相互に関連するよう設計され、教科横断的な学びが促進されるよ

うに工夫されている。 

・  QR コードで多様な資料や発展問題を提供し、家庭学習に対応している。 

５ 印刷・製

本等 

・  鮮明な印刷、色覚特性に配慮した配色。また、多様な図表を活用して思

考を可視化している。独自の書体を使用し、読みやすさを追求している。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 語彙や語感を磨く教材設定、学びのポイントを明示した構成、情報整理

やメディアリテラシー学習等を通じて、資質・能力を育成できる。 

２ 言葉や語彙に関する興味を深める教材、情報に関する学習、多様な読書

活動を通じ、生徒の主体的・対話的で深い学びが促進される。 

３ 「学びへの扉」において、互いに考えを伝え合う学習場面が設定され、

他者の考えと自己の考えを比較し、再度振り返る場面が設定されている。 

４ 語彙を学ぶ「言の葉ポケット」や「語彙ブック」、我が国の言語文化を尊

重する態度を養う郷土作家や作品が紹介されている。 

５ 言葉への興味を深め、主体的・対話的な学びを促し、学び方を領域ごと

にバランスよく習得し、習得した学びを活用できる構成である。 

６ 実生活に役立つ言語能力を育成するため「話すこと・聞くこと」の多様

な言語活動を配列し、ICT 機器の活用や話型が紹介されている。 

７ 発達段階や興味・関心に応じた多様なテーマ・文種を位置付け、統計資

料を引用するレポートや体験の価値の書き方などを示している。 

８ 「見通しをもつ」「捉える」「読み深める」「考えをもつ」「振り返る」とい

う過程で主体的な学習態度が育成される。 

９ 名作や現代作家の文学作品、現代社会に即した題材を扱った説明的文章

など、多様なテーマに関する読書単元を設けている。 

10 各領域の言語活動を通じて、知識と技能を活用し、思考力、判断力、表

現力を高める系統性を重視した螺旋的な構成となっている。 

11 文学的文章、説明的文章、古典などバランスよく配置されている。 

12 ビジュアル資料や名作の一節など、古典の世界観を視覚的に理解できる。 
 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

書写 ２ 東書 新編 新しい書写 一・二・三年 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・ 学習指導要領の書写の指導事項を効果的に学習できるよう、単元数・学

習事項を精選し、生徒の発達段階（学年）に応じて生徒が主体的にねらい

を達成できるよう、系統的に単元が配列されている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・ 言葉・文字による見方・考え方を働かせて、書写に関する「知識・技能」

の習得、及び正しく整えて書くための「思考力、判断力、表現力等」の育成

が図られるよう系統性や発展性を念頭に置いて編集されている。 

・ 文字を整えて書くための汎用的なポイントが「書写のかぎ」として位置

づけられ、各単元に１事項ずつ焦点化して配置されている。 

 

３ 分量 ・ 原則として１単元１事項で構成され、限られた時間内で効果的・効率的

に力がつけられるよう配慮されている。 

４ 使用上

の便宜 

・ QR コンテンツが多数用意され、授業のみならず家庭学習でも活用するこ

とができる。 

・ 巻末資料「書写活用ブック」では、さまざまな書式の具体例を挙げて特

徴や書き方の解説を加え、日常生活の中で生徒が目的に応じて活用できる

よう工夫されている。 

 

５ 印刷・製

本等 

・ 印刷は鮮明で正確である。硬筆文字や毛筆文字は、濃度や色味を調整し

て、より本物に近く、見やすいものにしている。 

 

 

教科ごとの選定

の観点 

１ 「生活に広げよう」では、書写の学習で身につけた知識・技能を生活の

場でどのように活用できるかを考えることができる。さらに、生徒に身近

な題材の例が豊富に示されている。 

２ 文字を整えて書くための汎用的なポイントが「書写のかぎ」として位置

づけられ、各単元に１事項ずつ焦点化して配置されている。 

３ 毛筆教材と硬筆教材とがバランスよく配分されている。さらに、適宜硬

筆のまとめのページが設置されている。 

４ 基本単元は、①硬筆で課題を発見、②毛筆で書いて確認、③硬筆でほか

の文字に活用、といった内容で構成され、硬筆と毛筆の密接な関連が図ら

れている。その中で、硬筆による書写の能力の基礎を養うことができる。 

 

 

 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

書写 １５ 三省堂 現代の書写 一・二・三 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・ 教科書全体を通して、学習指導要領に示された教材選定の観点をふまえ、

学習の見通しをもたせ、学習意欲を喚起させるとともに、確かな書写の力

の育成に資する教材を設定している。 

 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・ 学習の流れとして、「目標」「書き方のポイント」「体験」「振り返り」「繰

り返し」「まとめ」となっており、「自分の文字をよりよくする」意識を高

めながら、社会生活に生きる「書写の力」に繋がるように配慮されている。 

 

 

 

３ 分量 ・ ３学年分の教材を一冊にまとめてあり、３年間の学びを見通した学習が

できるとともに、生徒の発達段階に応じ、各学年の配当時数の中で、無理

なく学習計画が立てられる分量になっている。 

４ 使用上

の便宜 

・ 「本編」・「資料編」の２部構成となっている。 

・ 「本編」では必修の学習内容を、「資料編」では、日常生活・社会生活の

中で必要となる書式等を扱い、伝統文化に親しむなど、幅広い知識が得ら

れるようになっている。 

 

 

５ 印刷・製

本等 

・ 用紙は、硬筆で「書く」・「消す」といった使用に対応できる紙質のものを

採用している。また、学習の利便性に配慮し、書き込み欄を豊富に配置し

ている。 

 

教科ごとの選定

の観点 

１ 「書いて身につけよう」では、日常生活・社会生活で使う言葉や書き方

を硬筆で練習し、実践的な力の定着が図れるように工夫されている。 

２ 各学年末の「やってみよう」や「書いて身につけよう」に国語との関連

教材を配置することで、書写の学習内容を活用できるようにしている。ま

た、他教科(数学･理科･社会･英語等)との関連教材を設け、教科横断的な学

習ができるように工夫されている。 

３ 毛筆で書いて確かめた内容を「書いて身につけよう」などの豊富な書き

込み欄を通して、ふだんの硬筆の文字に生かすことができるように工夫さ

れている。また、毛筆学習では、朱墨を用いて、穂先の位置や筆脈などが

理解できるよう工夫されている。 

４ 毛筆が硬筆による書写の能力の基礎を養うことをふまえ、毛筆学習のあ

とには硬筆で確かめる「書いて身につけよう」が設けられている。 

 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

書写 １７ 教出 中学書写 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・ 確かな書く力を身につけ、日常に生かす活用力を養うために、１～３年

の内容を一冊にまとめて、３年間の見通しを持たせている。 

 

 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・ 文字を正しく整えて書くための知識・技能が系統的に整理・配置されて

いる。 

・ 毛筆で学んだことを硬筆で書くことで定着を図るという、学んだことを

日常生活で生かせるよう工夫されている。 

 

 

３ 分量 ・ 各学年の配当時数に対して、適切な分量であり、毛筆・硬筆の学習がバ

ランスよくできるように構成されている。 

 

４ 使用上

の便宜 

・ 基本単元は目標を達成するための教材の提供、「コラム」で発展的活用を

図っている。 

・ 半紙形を維持した紙面によって、書き始めの位置や字形の整え方、文字

の大きさと余白のとり方などが、生徒が自ずと実感できるように工夫され

ている。 

 

５ 印刷・製

本等 

・ 大判サイズの紙面で資料が充実しており、教材が豊富である。 

・ 用紙は鮮明で、表紙は耐久性が高い。 

・ カラーページを多く設け、見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザ

インフォントを採用している。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 各単元の最後に活用単元が配置されており、学んだことを実生活で生か

せるように工夫されている。 

２ 巻頭で、「目的に合わせて書く」という意識づけをさせ、各学年で目標を

明確にし、工夫された教材が用意されている。また、他教科との連携も図

られている。 

３ 各学年の各単元において、毛筆と硬筆がバランスよく配置され、指導で

きるようになっている。 

４ 「書式の教室」で毛筆を生かした手紙の書き方や原稿用紙の使い方、願

書の書き方など、学習に役立つ内容が設けられている。 

 

 

 

  



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

書写 ３８ 光村 中学書写 一・二・三年 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・  学習指導要領に示された指導事項を網羅し、各単元・教材での学習内容

を焦点化し、段階的に配列されている。 

 

 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・  知識・技能を習得し、課題解決を行う過程で、資質・能力を養うことが

でき、書写で培った「正しく整えて文字を書く力」を他教科や日常の言語

生活で生かせるように工夫されている。 

・  著名人の手書き文字などを示し、生徒の学習意欲、文字や文字文化への

理解・関心を高めるように工夫されている。 

 

３ 分量 ・  知識・技能の習得と活用を繰り返しながら、確実に基礎・基本を定着で

きる授業時数に照らした適切な分量で、１年から３年までの内容がまとめ

られている。 

４ 使用上

の便宜 

・  デジタルと手書き、それぞれのよさや特徴について考える教材が新たに

設けられ、手書きの価値や現代における文字文化について、理解を深める

ことができる。 

・  スポーツ科学の専門家の監修による「書写体操」が収録されている。 

 

 

５ 印刷・製

本等 

・  間伐材を利用したオリジナル用紙が使用され、針金を３か所に施した中

綴じ製本で、長期使用を可能にしている。 

・  ユニバーサルデザイン書体や色覚の多様性に配慮した配色、明瞭簡潔な

紙面構成により、全ての生徒が学習に集中できるように工夫されている。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 言語活動を通して、日常生活に生きて働く書写の知識・技能を習得でき

るように、国語との関連教材や古典文学や短歌・俳句を書いて味わう教材

が各学年に設けられている。 

２ 「行書を活用しよう」や「防災フェスタを開こう」など、国語や他教科、

日常生活に役立てる方法をイメージできるように工夫されている。 

３ 毛筆教材文字と同じ学習要素をもつ硬筆課題が各学年に豊富に設定さ

れ、毛筆、硬筆ともに充実した内容になっている。 

４ 毛筆教材では、朱墨や写真、擬音語・擬態語を用いて、筆脈や穂先の動

きを把握しやすいように工夫されている。また、硬筆教材では「書写ブッ

ク」など毛筆教材文字と同じ学習要素をもつ硬筆課題を設定し、硬毛の密

接な関連を図り、毛筆での学習が硬筆に生きる構成となっている。 

 
 



令和７年度使用中学校教科用図書
調査研究結果報告書

社会（地理・地図）

②
京築教育事務所管内教科用図書調査研究協議会



番号

2

17

46

116

番号 略称

2

46

教科書名（シリーズ）

東京書籍（株） 新編　新しい社会　地図東　書

（株）帝国書院 中学校社会科地図

発行者名

帝　国

中学社会　地理　地域にまなぶ

社会科　中学生の地理
世界の姿と日本の国土

中学社会　地理的分野

教科書種目 地　　図

日本文教出版（株）

社　　会　（地理的分野）

教科書名（シリーズ）

新編　新しい社会　地理

教科書種目

中　学　校　教　科　書　　一　覧

東　書

略称

教育出版（株）

発行者名

東京書籍（株）

日　文

帝　国

教　出

（株）帝国書院



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（地理的分野） 
２ 東書 新編 新しい社会 地理 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の範

囲及び程度 

○内容は学習指導要領の社会科の目標及び地理的分野の目標に適合している。 

○内容の程度は各学年の生徒の発達段階に適応している。 

２ 内容に関

する配慮事

項 

○各単元が、導入で単元を貫く探究課題で見通しをもたせ、つかむ、追究する、解決

するの３段階で構成される課題解決的な学習に重点を置いた構成になっている。 

○世界の諸地域学習の導入で共通する６つの視点で州を概観する「世界の窓」を、日

本の諸地域学習の導入で「○○の視点で見てみよう」を設け、地域的特色を概観し、

探究的な地誌学習に取り組めるように工夫している。 

○学習した内容が、「もっと知りたい」「未来にアクセス」を通してさらに学びが広が

り、深まるように工夫されている。 

３ 分量 ○全体の分量は年間の総時数からみて適切である。各単元に導入の活動とまとめの活

動を充当しており、適切な配当である。 

４ 使用上の

便宜 

○「みんなでチャレンジ」では、個人やグループによる対話的な活動を通して学びが

深められるよう意図されている。 

○多様なQRコンテンツが用意されており、関連する紙面や動画コンテンツなどを視

聴することもでき、ほぼ毎時間の授業で使える。 

○単元末の「まとめの活動」では、多様な思考ツールを用いて考えが整理できる。 

５ 印刷・製

本等 

○不要な陰影や立体感を省いた「フラットデザイン」や「UDフォント」が採用され

ており、特別支援教育の視点で配慮されている。 

○QRコンテンツへの移行等により、総重量の軽量化を図っている。（約2.4％） 

教科ごとの選定の

観点 

（共通） 

１ 単元末の「まとめの活動」では、多様な思考ツールを使いながら「見方・考え方」

を働かせて課題に取り組めるようになっている。 

２ 「スキルアップコーナー」や「資料を活用する力をきたえよう」を通して、地理

の学習に必要な技能や資料を読み取る力の定着を図っている。 

３ 「みんなでチャレンジ」では、個人活動→グループ活動の流れで構成されており、

多様な意見にふれながら学習が進められるようになっている。 

４ 世界や日本各地の中学生が語るコラム「聞かせて！中学生」では、地域について

より身近に感じ、興味・関心が持てるよう工夫されている。 

５ 各単元の導入部に、小学校社会科で学習した内容が提示されており、小・中の接

続が円滑にできるように工夫している。 

（地理的分野） 

１（１）「スキルアップコーナー」を設け、学習に必要な地理的技能を習得できるよう

にしている。 

 （２）「地理を学ぶ５つのミカタ」で地理学習の重要な視点を示し、単元末の「地球

的課題を振り返ろう」では学習した内容や資料等をもとに考えをまとめられる

ようになっている。 

 （３）世界や日本の諸地域学習の各州・各地方の導入部にコラム「聞かせて！中学

生」を設け、諸地域の多様な生活・文化への理解を促し、尊重する態度を養え

るようにしている。 

２ 日本の諸地域学習では、それぞれの地域で5つの中核となる考察の仕方から１つ

選択されており、全体で全ての考察の仕方を網羅している。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（地理的分野） 
１７ 教出 中学社会 地理 地域にまなぶ 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の範

囲及び程度 

○内容は学習指導要領の社会科の目標及び地理的分野の目標に適合している。 

○内容の程度は各学年の生徒の発達段階に適応している。 

２ 内容に関

する配慮事

項 

○各単元が、学習を見通す学習課題を中心に、学習内容の確認、振り返り、活用の３

つの段階で構成されている。 

○世界や日本の諸地域の学習では、写真資料を中心に構成された見開きページになっ

ており、節全体を概観できるようになっている。 

○単元末の「学習のまとめと表現」の中で、学習したことを活用しながらグループで

解決を図る課題が設定されている。 

３ 分量 ○全体の分量は授業時数から見て適切であり、世界と日本の地誌学習に重点を置き、

各単元の取扱について、授業の弾力的な運用に配慮されている。 

４ 使用上の

便宜 

○各編の初めに学習する内容や関連する資料が示されており、見通しをもって学習に

取り組めるよう配慮されている。 

○学びを助ける三本の柱「LOOK」「THINK」「TRY!」を手がかりに、資料を丁寧に

読み解きながら考察することで、資料を活用してまとめる力の育成を図っている。 

○ウェブサイトとリンクさせ、学習に役立つ情報を得ることができるよう「まなびリ

ンク」を設けている。 

５ 印刷・製

本等 

○配色やレイアウトなどUDへの配慮がされている。本文と資料の区別が明確になる

よう工夫されている。 

○印刷は鮮明で、材質・インク等環境への負荷軽減に配慮されており、各ページが開

きやすい綴じ方になっている。 

教科ごとの選定の

観点 

（共通） 

１ コラム「地理の窓」を通して、本文について学びを深め、多面的・多角的な見方

が身につけられるよう工夫されている。 

２ 「地理の技」が設けられ、地図やグラフの扱いなどの技能を、系統的に身につけ

られるようになっている。 

３ 追究の視点や学習課題と対応させた「学習のまとめと表現」では、地理的事象や

課題に関わる説明や話合いなど表現活動ができるように工夫している。 

４ 第３編第３章「日本の諸地域」の「現代に生きる地域文化」などを通じて、伝統

と文化を尊重し、それを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養うようにしてい

る。 

５ 巻頭には小学校社会とのつながりが掲載され、見開きには関連する他分野等につ

いて明示している。 

（地理的分野） 

１（１）「地理の技」を通して、地理学習に必要な技能を習得できるように工夫されて

いる。 

 （２）日本や世界の問題を取り上げた「地理の窓」では、事象について多面的・多

角的な見方が身につけられるよう工夫されている。 

 （３）「クロスロード」のページの最後の「ＴＲＹ！」では、よりよい社会にするた

めに考えを深め、解決にむけて考えられるよう工夫されている。 

２ 日本の諸地域学習では、それぞれの地域で5つの中核となる考察の仕方から１つ

選択されており、全体で全ての考察の仕方を網羅している。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（地理的分野） 
４６ 帝国 

社会科 中学生の地理  

世界の姿と日本の国土 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の範

囲及び程度 

○内容は学習指導要領の社会科の目標及び地理的分野の目標に適合している。 

○内容の程度は各学年の生徒の発達段階に適応している。 

２ 内容に関

する配慮事

項 

〇巻頭ページに「教科書を活用した学び方」等を設け、章・節・各本文ページそれぞ

れの冒頭に単元を貫く問いを設けており、学習の見通しをもって自主的・自発的な

学習ができるようになっている。 

〇「アクティブ地理」では、課題について３つのステップで考えを深め、他者と意見

を交わしながら解決を図るようになっている。 

〇冒頭に「序説」を設け、追究する視点（主題）と地球的課題・地域の課題を写真や

イラストを用いながらわかりやすく端的に提示している。 

３ 分量 ○全体の分量は年間の総時数からみて適切であり、１見開き１単位時間の授業が想定

され、学習課題も明確に設定されている。 

４ 使用上の

便宜 

○巻頭で「地理的な見方・考え方」を5つの視点で説明し、単元の振り返りや課題に

取り組む過程で、「見方・考え方アイコン」を示して考察できるようになっている。 

〇世界や日本の諸地域学習の導入では、生徒の興味関心を喚起する「写真で眺める」

やイラスト、地図を配置し、地域の姿や特色を捉えやすいよう工夫している。 

〇多様なＱＲコンテンツが随所に準備されているため利便性があり、個別最適な学び

が行えるよう配慮されている。 

５ 印刷・製

本等 

○UDフォントやカラーユニバーサルデザインが取り入れられ、特別支援教育の視点

から配慮されている。 

○堅牢な用紙を使用しており、重量が軽いPUR製本である。文字や資料・写真等の

印刷も鮮明で、見やすい。 

教科ごとの選定の

観点 

（共通） 

１ 単元末の「学習を振り返ろう」では、各単元における見方・考え方が明示され、

思考ツールを活用しながら振り返りができるよう工夫されている。 

２ 「技能をみがく」コーナーを随所に設けて、写真や地図、グラフを読み取る地理

的技能を着実に習得できるようにしている。 

３ 「未来に向けて」のコラムでは3分野をまたぐ学習の提案や多面的・多角的な見

方・考え方など、より学びを深められるように工夫している。 

４ 地誌を扱う、第2部第2章「世界の諸地域」第3部第3章「日本の諸地域」の内

容を充実させており、国土理解・異文化理解を促進する配慮をしている。 

５ 各見開きに、関連する小学校社会科や各教科等の内容が明示されており、振り返

りができるようになっている。 

（地理的分野） 

１（１）我が国の国土及び世界の諸地域に「技能をみがく」コーナーを設け、地理的

技能を身につけられるようになっている。 

 （２）地域の課題を考える「アクティブ地理」を新設し、対話を通して自分の意見

をまとめたり、他者と意見交換したりして考えを深められるようにしている。 

 （３）「未来に向けて」では、地域の課題を分析し、よりよい未来を構想することで

課題を自分事として捉え、主体的に社会に参画する態度の育成を図っている。 

２ 日本の諸地域学習では、それぞれの地域で5つの中核となる考察の仕方から１つ

選択されており、全体で全ての考察の仕方を網羅している。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（地理的分野） 
１１６ 日文 中学社会 地理的分野 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の範

囲及び程度 

○内容は学習指導要領の社会科の目標及び地理的分野の目標に適合している。 

○内容の程度は各学年の生徒の発達段階に適応している。 

２ 内容に関

する配慮事

項 

○各単元の導入で単元を貫く問いを示し、追究、まとめ・振り返りの３つの段階で構

成されている。 

○世界と日本の諸地域の学習では、主題や考察の仕方に関わる写真を大きく掲載して

地域の概要を大観させ、単元の問いを立て学習を見通すための導入ページを設定し

ている。 

○１時間の授業を見開き２ページとし、「学習課題」と課題解決の手がかりとなる「見

方･考え方」の例が示されている。また、単元末では思考ツールの提案やポートフォ

リオによる振り返りなど生徒の自主的・自発的な学習を促している。 

３ 分量 ○全体の分量は年間の総時数からみて適切であり、各章各単元の紙面は学習内容の構

造化と焦点化が図られており、分量もバランスよく配分されている。 

４ 使用上の

便宜 

○多様な QR コンテンツが用意されており、「地理＋α」のコラムと併せて、地域や

社会の地理的な話題について生徒の興味・関心を高められるよう配慮されている。 

○各単元のはじめで、単元で学習することの見通しがもてるよう工夫されている。 

○各見開きに学習内容を深めるための作業学習「トライ」コーナーが設けられている。 

５ 印刷・製

本等 

○内容は鮮明で読み取りやすく、UDフォントやカラーバリアフリーが採用され、見

やすいよう配慮されている。 

○良質で軽い紙を使用して教科書の軽量化に努めており、開きやすく閉じにくい仕様

で十分な強度がある。 

教科ごとの選定の

観点 

（共通） 

１ 巻頭に地理的な見方・考え方が、各見開きページに関連する見方・考え方が示さ

れており、常に意識できるよう工夫されている。 

２ 「スキルＵＰ」のコーナーが随所に設けられており、地理学習に必要な技能を６

つに整理し、系統的に習得できるようになっている。 

３ 持続可能な社会に関連する内容を配し、様々な観点から考えることができる教材

を提示している。「議論してみよう」のコーナーでは、課題に対してグループで議論

する活動を通して、多面的・多角的に理解を深めるようになっている。 

４ 我が国における伝統・文化の現状と、それを守り未来に継承していく人々の思い

や取組について、随所に写真やコラム（地理＋α）などを掲載している。 

５ 小学校社会科の振り返りや歴史・公民的分野とのつながりを示す連携コーナーが

設けられている。 

（地理的分野） 

１（１）「スキルＵＰ」のコーナーが設けられており、地理学習に必要な技能の定着を

図っている。 

 （２）各単元末「自分の考えをまとめよう」のコーナーでは、多様な思考ツールを

用いて主体的・対話的な活動ができるようになっている。 

 （３）世界各地の人々の生活を紹介する「声」のコーナーを設け、多様性や多文化

共生社会の重要性を認識できるように工夫している。 

２ 日本の諸地域学習では、それぞれの地域で5つの中核となる考察の仕方から１つ

選択されており、全体で全ての考察の仕方を網羅している。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

地図 ２ 東書 新編 新しい社会 地図 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○内容は、学習指導要領の社会科の目標及び地理的分野の目標に適合してい

る。 

○内容の程度は、各学年の生徒の発達段階に適応している。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○世界の一般図は、陸地だけでなく、海洋にも着目した地図を掲載すること

で、地球全体の姿を的確に捉えられるようにしている。 

○世界の各州や日本の諸地方で取り上げた地図や資料は、課題追究の学習活

動の流れに沿って選定され、生徒にとって資料の関連性が読み取りやすい。 

○「地図帳活用コーナー」が随所に設けられており、地図帳の資料活用能力

や思考力、主体的に学ぶ意欲を高められるように工夫されている。 

○SDGｓとの関連が問いとして掲載され、現代社会の諸課題について主体的

に解決に取り組めるよう工夫されている。 

３ 分量 ○社会科の課題解決的な学習を深められるように、地図をはじめ、グラフ・

写真などの資料をバランスよく掲載し、アジア州、ヨーロッパ州、北アメ

リカ州などについては、より多くの資料を取り上げている。 

４ 使用上

の便宜 

○主題図には「歴」「公」「SDGｓ」の記号が付されたものもあり、歴史的分

野や公民的分野での学習にも関連づけて活用しやすくなっている。 

○関連する資料の参照ページを示す「ジャンプ」を設け、複数の資料を関連

させて見ることを促し、学習に広がりをもたせられるように工夫している。 

○世界・日本のページの右端に州名や地方名を記したインデックスが設けら

れ、生徒が探しやすいよう配慮されている。 

○学びを追究できる資料として、多様な QRコンテンツが用意されている。 

５ 印刷・製

本等 

○UD フォントやフラットデザイン等を取り入れ、全ての生徒の色覚特性に

適応したデザインになっている。 

○造本は堅牢で、QRコンテンツへの移行等により軽量化に努めている。（１

６ｐ削減） 

教科ごとの選定

の観点 

１ 資料の読み取りのポイントや見方・考え方の視点（考察の視点）を問い

で示した「Bee’s eye」が各ページに設けられ、資料の理解を促し、考察を

深められる工夫がされている。 

２ 世界の各州や日本の各地方では、気候、世界各地の人々の生活や文化、

産業についての主題図のページを設け、基礎基本的な知識を確実に習得で

きるよう工夫されている。 

３ 日本の自然環境、人口、資源・エネルギーと産業との結びつきなど、探

究課題に沿った学習に活用できる資料を取り上げ、課題解決的な学習への

主体的な取組をサポートし、理解を深められるよう工夫している。 

４ 世界各州の一般図には、各国の国旗が掲載され、国旗の意義を理解し、

尊重する態度を育成できるように工夫されている。 

５ 資料などは最新のものであり、適切に出所、出典が明示されている。 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

地図 ４６ 帝国 中学校社会科地図 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○内容は、学習指導要領の社会科の目標及び地理的分野の目標に適合してい

る。 

○内容の程度は、各学年の生徒の発達段階に適応している。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○世界は州ごと、日本は地方ごとに地図・資料が構成されている。資料は地

域の特色が偏らずに理解できるよう、多角的に題材が選定されている。 

○視覚的に捉えやすい鳥瞰表現を多用し、内容が焦点化されている。 

○地理分野の学習内容と関連した問い「地図で発見」が見開きページごとに

設けられており、地図を見る視点が明確化されている。 

○多目的に活用できるよう、他分野や他教科、修学旅行等との関連が明示さ

れている。 

３ 分量 ○世界の諸地域学習における主題及び地球的課題、日本の諸地域学習におけ

る地方ごとの考察の仕方（地方ごとの中核となる事象）について、授業の

実態に応じた学習に対応できるように、また、地域の特色が偏らずに理解

できるように、多角的に地図・資料が選定されている。 

４ 使用上

の便宜 

○地図帳の構成、地図記号、縮尺、さくいんの使い方など、地図帳の基本的

な見方・使い方が、巻頭の「地図帳の使い方」のページに解説されている。 

○主題図には｢歴｣「公」「SDGｓ」の記号が付されたものもあり、歴史や公民

の学習とも関連付けて活用しやすくなっている。 

○世界･日本のページの右端に、州名や地方名を記したインデックスが設けら

れ、生徒が探しやすいように配慮されている。 

○個別最適な学びに対応した、多様な QR コンテンツが用意されている。 

５ 印刷・製

本等 

○印刷は鮮明で、UD フォントやカラーユニバーサルデザイン等を取り入れ、

目にやさしく、見やすい色表現になっている。 

○製本は堅牢で、３年間の使用に耐えうる丈夫な製本仕様である。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 地図帳で培うべき地理的な見方・考え方を育成する問い「地図で発見」

が資料図や一般図の随所に設けられており、生徒が主体的に取り組み、地

図を読み取る力を身に付けられるように工夫している。 

２ 世界の諸地域の多様性や地域的特色を、自然、産業、生活・文化に関す

る資料や統計などを用いて州ごとに大観できる内容になっている。 

３ 日本の諸地域の自然環境、人口、資源、エネルギーと産業の地域間の結

びつきの地域的特色を、鳥瞰図や統計、資料などを用いて地方ごとに大観

したり、比較を通して変化や因果関係を考察したりできる内容になってい

る。 

４ 多文化共生の視点から、全ての国の国旗を掲載し、国旗への関心を高め

られるように工夫している。 

５ 資料などは最新のものであり、適切に出所、出典が明示されている。 

 



令和７年度使用中学校教科用図書
調査研究結果報告書

社会（歴史）

③
京築教育事務所管内教科用図書調査研究協議会



番号

2

17

46

81

116

225

227

229

236

中　学　校　教　科　書　　一　覧

中学社会　歴史的分野

社　　会　（歴史的分野）

教科書名（シリーズ）

東京書籍（株）

教科書種目

教　出

（株）帝国書院

教育出版（株）

新編　新しい社会　歴史

日本文教出版（株） 日　文

東　書

略称

中学歴史　日本と世界　改訂版

発行者名

（株）自由社 自由社

（株）育鵬社 育鵬社

学び舎（株）学び舎

中学社会　歴史　未来をひらく

社会科　中学生の歴史
日本の歩みと世界の動き

帝　国

（株）山川出版社 山　川

新しい日本の歴史

新しい歴史教科書

ともに学ぶ人間の歴史

令和書籍（株） 令書 国史教科書　第７版



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
２ 東書 新編 新しい社会 歴史 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○学習指導要領をふまえ、教科の目標達成に結びつく内容となっている。 

○基礎的・基本的な知識・概念や技能を習得させる工夫がなされている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○各単元の導入部に、小学校社会科で学習した内容を用語や写真でふり返る

ページを設けている。 

○言語活動の充実ができるよう、小集団での参加型学習「みんなでチャレン

ジ」を設定し、話し合いなどの対話的な活動を促すことができる。 

 

３ 分量 ○本文は見開き２ページで１単位時間を原則にしている。AB 判。３００ペ

ージ。 

○単元構成は第１章から第７章までである。配当時数は予備を含めて１３５

時間で、授業時数から見て適切である。 

４ 使用上

の便宜 

○紙面の要素（学習課題、本文、資料、チェック＆トライ等）を定位置に配

置している。 

○発展的な学習は、「地域の歴史を調べよう」という特設ページが５カ所に

掲載されており、身近な地域の歴史を調査する学習の事例を取り上げてい

る。 

 

５ 印刷・

製本等 

○視覚的効果が高い幅広の判型（AB 判）を用い、資料を豊富に掲載すると

ともに、写真や文字の鮮明さに留意し、見やすく印象的な紙面構成になっ

ている。 

○印刷用のインキは、環境に配慮した植物油インキを使用している。 

教科ごとの選定

の観点 

○「歴史的な見方・考え方」を働かせて、思考力・判断力・表現力を育むこ

とができるような工夫がなされている。 

○見開き 1 単位時間の紙面を、『導入資料』→『学習課題』→『本文』→

『チェック＆トライ』（課題解決）の流れで構造化している。 

○見開き２ページごとに付した二次元コードを機器で読み取ることで、内容

の理解につながる動画など、豊富なコンテンツを利用することができるた

め、学校でも家庭でも学習者個人に合わせた学習を調整することができ

る。 

○教科書全体を「環境・エネルギー」「人権・平和」「伝統・文化」「防災・

安全」「情報・技術」の五つのテーマで貫き、現代的な諸課題を意識しな

がら学習を進められるようにしている。 

 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
１７ 教出 中学社会 歴史 未来をひらく 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

〇学習指導要領の「社会科の目標、各分野の目標、内容、内容の取扱い」が

十分にふまえられている。 

〇歴史的分野に必要な社会科の基礎的・基本的な事項が的確におさえられて 

 いる。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

〇生徒の興味・関心を喚起する写真資料が豊富に盛り込まれ、学ぶ楽しさや

意欲が高まるように配慮されている。 

〇各章のとびらページや「学習のはじめに」には、図版を大きく掲載し、資

料の読み取りを行いながら、章の学習内容を見通すことができるように工

夫されている。 

３ 分量 〇AB版、３１７ページ。 

〇近現代史に重点を置くなど各単元の扱いに軽重をつけることにより、生徒

がじっくり追究しながら充実した学習を展開できるように配慮されてい

る。 

４ 使用上

の便宜 

〇学習の流れが見通しやすく、本文・資料・学習活動がバランスよく位置付

けられている。 

〇教科書の紙面に印刷された二次元コードから、生徒自身が学習に活用でき

る動画、ワークシート、クイズ式教材、安全で公正な外部リンクサイトな

ど、多様なデジタル・コンテンツにアクセスできるようにしている。 

５ 印刷・

製本等 

〇文字や図版など資料の印刷は鮮明。再生紙と植物性インキの使用。 

〇文字については誰もが読みやすいユニバーサルデザインフォントによる黒

文字を基本としている。 

教科ごとの選定

の観点 

〇本時ページでは、「歴史の技」や「THINK!」、資料解説に付随した「Q」

などの問いや、各時間の最後に設けた「表現」のコーナー、各章末の「学

習のまとめと表現」の中の問いなどで、問いへの考察に際して「見方・考

え方」を活用できるように工夫されている。 

〇本時ページ中にもコラム「歴史の窓」が設けられ、歴史を多面的・多角的

に考察・理解することができるように工夫が図られている。 

 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
４６ 帝国 

社会科 中学生の歴史 

日本の歩みと世界の動き 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○学習指導要領の目標・内容に沿って単元が構成されており、教科の目標達

成に結びつく内容となっている。 

○単元が構造化され、見通し・振り返りに基づいた単元の学習を実践できる

よう工夫されている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○具体的に例示し、歴史的事象の背景や因果関係までわかるようにするな

ど、丁寧でわかりやすく中学生の発達段階に応じて配慮されている。 

○「歴史的な見方・考え方」を整理したページを設けて、歴史的分野の全体

を通して働かせる見方・考え方がわかりやすく説明されている。 

３ 分量 ○見開き１単位時間が想定されており、学習課題が明確に設定されている。 

 標準授業時間数１３５時間のうち１３０時間を活用する配当で適切であ

る。予備時間は５時間設けられている。 

○AB判。３３４ページ。 

４ 使用上

の便宜 

○本文や図版など、文字をはっきり読み取ることができるユニバーサルデザ

インが使用され、判読しやすい。 

○見開きごとに学習内容の時期を着色した年表が右端に設置され、一目で学

習している時代がわかるように配慮されている。 

５ 印刷・

製本等 

○写真や地図などの印刷は鮮明で、読み取りやすいように配慮されている。 

○製本は強度があり、PUR 製本が用いられている。本が大きく開くため、

机の上に開いたまま置くことができる。 

教科ごとの選定

の観点 

○生徒の関心を高めさせ、主体的に学習に取り組みやすい工夫がなされてい

る。 

○異なる時代どうしを比較して考察できるようになっており、思考力・判断

力を養えるように配慮されている。 

○絵画などの資料を大きく取り上げ、また文化を生み出した社会的背景につ

いても細かく記述され、日本の伝統・文化に対する理解を深められるよう

に配慮されている。 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
８１ 山川 中学歴史 日本と世界 改訂版 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○学習指導要領の目標・内容に沿って、歴史の流れを理解できるような構成

になっている。 

○グローバル化に対応し世界史分野をふやす学習指導要領の趣旨をふまえ、

世界史の叙述を充実させている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○全体をとおし、小学校で学んだ人物・歴史の知識をふまえ、学べるような

記述になっている。 

○各単元の学習課題、ステップアップの課題、図版に付した発問など、各所

に設けた発問を自ら考え、判断する力を身につけられる工夫がされてい

る。 

３ 分量 ○基本的に見開き 2ページとなっている。AB判。２９６ページ。 

○単元構成は第１章から第７章までである。配当時数は予備を含めて１３５

時間で、無理なく学べる全体構成になっており、適切である。 

４ 使用上

の便宜 

○本文、図版、キャプションなど、難しい漢字にはふりがなを付している。

また、固有名詞・歴史用語にもすべてふりがなを付している。 

○発展的な学習は、「歴史を考えよう」という特設ページが７カ所に掲載さ

れており、取り上げた課題を話し合い、考察しながら学べるようになって

いる。 

５ 印刷・

製本等 

○地図・グラフをはじめ資料は、色覚の個人差を問わず、多くの人に見やす

いようカラーユニバーサルデザインを配慮して作成している。 

○環境に配慮した紙（再生紙）と植物油インキを使用している。 

教科ごとの選定

の観点 

○各単元が、学習課題→本文→ステップアップによる振り返り、という流れ

で統一され、知識・技能を身につける構造になっている。 

○思考力・判断力・表現力を育むことができるような工夫がなされている。 

○大きな紙面（AB 判）を利用して図版を大きく、見やすくし、発問によっ

て、どこに注目すべきかの示唆を与え、歴史への興味関心を呼ぶ工夫をし

ている。 

 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
１１６ 日文 中学社会 歴史的分野 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○学習指導要領に準拠し、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図り、各

時代の特色を踏まえて、我が国の歴史の大きな流れを理解できる内容であ

る。 

○社会の見方・考え方を働かせながら、課題を追究したり解決したりする思

考力、判断力、表現力等の向上を図る内容になっている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○生徒が学習の見通しをもったり学習を振り返ったりすることができるよ

う、単元を貫く問い（「編（章）の問い」、「節の問い」）を構造的に設定し

ている。 

○各時代の導入で小学校で学んだ人物・文化遺産などを再確認できるように

構成している。 

３ 分量 ○AB判、３２４ページ。 

○「私たちと歴史」「古代までの日本と世界」「中世の日本と世界」「近世の

日本と世界」「近代の日本と世界」「現代の日本と世界」の６編構成とし、

学習内容の構造化と焦点化を図っている。 

４ 使用上

の便宜 

○見開き２ページで何を学ぶのかが「学習課題」で明確に示されている。 

○「確認・表現」コーナーを設けて、基礎的・基本的な知識及び技能の確実

な定着をねらいとした学習活動や自分の考えを説明させる問いを提示して

いる。 

○見開き２ページごとに、二次元コードを掲載し、発行者 Web サイト上で

公開している動画や資料、ワークシート等のデジタルコンテンツにアクセ

スできるようにしている。 

５ 印刷・

製本等 

○文字や写真、イラストなどの印刷は鮮明で、読み取りやすい。 

○文字はユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用している。 

○製本は、堅牢なあじろ綴じを採用し、印刷は植物性インクを使用してい

る。 

教科ごとの選定

の観点 

○各章末の「まとめとふり返り」ページでは、単元を貫く問いを解決すると

ともに、時代の特色をとらえることをねらいとした学習活動を設けてい

る。 

○各時代に設置された「チャレンジ歴史」では、資料の読み取りから、生徒

に選択・判断させる教材を掲載しており、主体的・対話的で深い学びの実

現を図っている。 

○現代的な諸課題において、生徒が自らも関わる切実な課題としてとらえ、

解決に向けて、多面的・多角的に考えることができるよう構成している。 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
２２５ 自由社 新しい歴史教科書 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○学習指導要領の目標・内容に沿って単元が構成されており、教科の目標達

成に結びつく内容となっている。 

○「歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年 

代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目」して考える

手助けとなる内容である。 

 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○「調べ学習のページ」を設定し、生徒の探究を促すよう工夫している。 

○「復習問題のページ」を設定し、基礎的な用語・知識の定着を図ることが

できるよう工夫している。 

○「時代の特徴を考えるページ」を設定し、「歴史用語ミニ辞典」を作成す

る課題や多様な学習課題を示している。 

○「対話とまとめ図のページ」を設定し、時代の歴史的事象を構造化したま

とめ図を基に時代を大観するための対話を示している。 

３ 分量 ○見開き２ページの末尾に、学習をとおして習得した知識の整理を行うため

の課題を示している。 

○AB変型。３１２ページ。 

４ 使用上

の便宜 

○重要語句をゴシック体の太字にしており、生徒にとって読みやすいよう配

慮している。 

○欄外には、年表を置き、その単元で学ぶことが、このモノサシ年表でどこ

に位置するかを明確に意識できるように配慮されている。 

５ 印刷・

製本等 

○写真や地図などの印刷は鮮明で、読み取りやすいように配慮されている。 

○製本は強度があり、本が大きく開くため、机の上に開いたまま置くことが

できる。 

教科ごとの選定

の観点 

○教育基本法第 2 条に掲げられた約 20 の徳目(教育目標)を達成することを 

最も重視し、「我が国の歴史に対する愛情、国民としての自覚」を涵養す 

ることに役立つ内容。 

○歴史的分野で扱う社会的事象の見方・考え方を提起し、その内容として  

「社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確 

にし、事象同士を因果関係などで関連付けること」という観点から、全体 

を構造的に関連付けて構成。 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
２２７ 育鵬社 新しい日本の歴史 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○学習指導要領の目標・内容・内容の取扱いに則して、まず、歴史の大きな

流れを把握するための基礎的・基本的な事項を取り上げている。 

○生徒が無理なく、興味をもって学習できる内容になっている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○各章および各単元の導入には問題提起となる発問等をおき、生徒が興味・

関心を高めながら課題に取り組んだり、学習を進めたりできるよう配慮さ

れている。 

○多様な言語活動に取り組めるよう、各見開きページの終わりには、学習し

た内容を確認するための「確認」「探究」を設置している。 

３ 分量 ○原則として１単元見開き２ページ構成。AB判。３０８ページ。 

○単元数は第１章から第６章までの計１７単元とし、授業時数１３５時間で 

完結できる分量で、適切である。 

４ 使用上

の便宜 

○本文は、生徒にとってのわかりやすさに重点をおき、文字は読みやすい大

きさとし、教育外漢字や固有名詞等、適宜ふりがなを振っている。 

○発展的な学習は、「地域の歴史を調べてみよう」という特設ページが２カ

所に掲載されており、身近な地域の歴史について調査してまとめる学習の

事例を取り上げている。 

５ 印刷・

製本等 

○文字は適度な大きさで読みやすく、写真は鮮明なものを掲載し、図表・図

解資料は明るくメリハリある色彩デザインにするなど、美しく見やすい紙

面構成を工夫している。 

○印刷には環境に配慮した植物油インキを用いている。 

教科ごとの選定

の観点 

○教材・資料は厳選されたもので、生徒が我が国の歴史に対する理解と愛情 

を深めることができるよう工夫されている。 

○政治史のみならず、人々の生活、その生活と密接に関係している経済、文 

化・技術についても積極的に取り上げて、生徒が多面的・多角的に歴史を

とらえることができるように工夫している。 

  



 

教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（歴史的分野） 
２３６ 令書 国史教科書  第７版 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

○基本的な知識や技能の習得と、意欲ある学生のための発展的学習を手助け 

するものをバランスよく構成されている。 

○歴史の真実を探求する自主性を促し、答えではなく問いを提起することを 

重視して構成されている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

○本文を中心に豊富な情報量を盛り込み、コラムにおいてさらに補足する形 

で、従来は焦点が当てられなかったところにまで手の届くものとなるよう 

に留意されている。 

○コラムに我が国の歴史における話し合いの精神や多様性の尊重などを明記 

することで、豊かな情操や道徳心を喚起するように留意されている。 

 

３ 分量 ○A５判。５２０ページ。 

○第１章から第６章までで構成されている。 

 

４ 使用上

の便宜 

○縦書きを採用し、小見出しにも「いろは順」を用いている。 

○重要語句がゴシック体で示され、本文の主な漢字には読みやすいようにフ 

リガナが付されている。 

５ 印刷・

製本等 

○製本は強度が認められる。 

○巻末資料を除き、モノクロ印刷で統一されている。 

教科ごとの選定

の観点 

○我が国の連綿と続いてきた歴史や伝統を尊重し、歴史の良識を身につけら 

れるように構成されている。 

○我が国の歴史と伝統に誇りが持てるように構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



令和７年度使用中学校教科用図書
調査研究結果報告書

社会（公民）

④
京築教育事務所管内教科用図書調査研究協議会



番号

2

17

46

116

225

227

中　学　校　教　科　書　　一　覧

教科書種目 社　　会　（公民的分野）

発行者名 略称 教科書名（シリーズ）

東京書籍（株） 東　書 新編　新しい社会　公民

教育出版（株） 教　出 中学社会　公民　ともに生きる

（株）帝国書院 帝　国
社会科　中学生の公民
よりよい社会を目指して

日本文教出版（株） 日　文 中学社会　公民的分野

（株）自由社 自由社 新しい公民教科書

（株）育鵬社 育鵬社 新しいみんなの公民



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（公民的分野） 
２ 東書 新編 新しい社会 公民 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・教科の目標達成に結びつく内容であり、学習指導要領に示されている内容

の取扱いに示す事項を不足なく取り上げている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・学習指導要領の内容及び取扱いに準じて取り上げる内容を選択するととも

に、多様性に配慮し、誰一人取り残されない学びになるよう工夫がなされ

ている。 

・問題解決的な学習が重視され、各教科及び地理的分野・歴史的分野との関

連を図り、系統的・発展的な指導ができるよう配慮されている。 

３ 分量 ・生徒が主体的に学習できるように内容を重点化し、単元毎に十分な学習活

動を保障できるよう端的な字数で構成されている。 

４ 使用上

の便宜 

・課題解決的な学習にわくわくをプラスする工夫を大きく３点掲げている。

１点目は、「わくわくを誘う学びの入り口」として、第１章では、イラスト

から学びの見通しを持つように工夫がされている。 

２点目は、１時間の学習の流れを「見える化」する目的で、紙面の要素を

定位置に配置する工夫がなされている。 

 ３点目は、「学びを実感！学習のまとめ」として、学習のまとめに段階的に

取り組み、単元を貫く探求課題の解決に繋げる工夫がなされている。 

５ 印刷・製

本等 

・印刷が鮮明で挿絵や写真が見やすく、目に優しい色を基調としている。 

・文字は、見やすく間違えにくいユニバーサルフォントを使用している。ま

た、全ての生徒の色覚特性に適応するようにデザインされている。 

・再生紙、植物性インキが使用されている。 

・印刷業界団体が定めた環境配慮基準を満たす「グリーンプリンティング認

定工場」で印刷されている。 

教科ごとの選定

の観点 

(共通) 

観点１について 

〇見方・考え方を働かせる活動には、「見方・考え方マーク」とその例を付し

ていることから、見方・考え方を効果的に働かせ、より深い学びへと繋が

るように促している。 

観点２について 

〇調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を育成するため

に、様々な思考ツールを例示することにより、思考を整理しまとめること

ができる。 

観点３について 

〇さまざまなシーンに最適な QR コードが用意されている。また、その QR

コードが定位置に配置されているので、生徒は迷わずに活用する事ができ

る。そして、学びのシーンにあった QR コードがあることで、生徒の個別

最適な学びや協働的な学びに活用でき、学びのアップデートが図られる。 



観点４について 

〇公民の学習に必要な技能を確実に定着させるために、「スキル・アップ」の

コーナーを設け、QR コンテンツを効果的に活用(動画視聴やシミュレーシ

ョン)することにより、社会事象への自己の関わり方を学ぶことができるよ

う工夫がなされている。 

観点５について 

〇各章の導入ページには、小学校の振り返りや地理・歴史の振り返りのコー

ナーを設置することにより、相互の有機的な関連を図ることができる。 

 

（公民的分野） 

観点１（１）について 

〇現代的な諸課題の解決に主体的に取り組む態度を育成するために、地理・

歴史・公民の分野の枠を超えて貫く「5つのテーマ（環境・エネルギー、人

権・平和、伝統・文化、情報・技術、防災・安全）」を設定している。 

観点１（２）について 

〇対話的な活動で学びを深める工夫として、計 30箇所に「みんなでチャレン

ジ」○○について考えようという対話的な活動を促すコーナーが設置され

ている。対話から他者の意見を取り入れ、多面的・多角的に考察し、公正

に判断する力を養い、思考・判断したことを説明し、議論する力も育もう

と工夫している。 

観点１（３）について 

〇3年後、18歳になり成人として主体的に社会参画するための準備として「18

歳へのステップ」を設けている。生徒の興味関心を高める身近で具体的な

場面から、憲法・政治・経済をとらえ、主権者意識・消費者意識の醸成を図

っている。 

 

  



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（公民的分野） 
１７ 教出 中学社会 公民 ともに生きる 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・学習指導要領に示されている内容を不足なく取り上げている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・学習指導要領の内容及び取り扱いに準じて取り上げる内容を選択するとと

もに、地理・歴史的分野との関連だけでなく、小学校や他教科との関連に

ついても意識できる工夫がなされている。 

３ 分量 ・１単位時間の内容が見開き１ページで構成され、学習と指導の両面からわ

かりやすく、見通しを持ちやすいように工夫されている。 

４ 使用上

の便宜 

・編・章の導入部には、学習の見通しや見方・考え方を提示し、学習の始まり

としての役割を強めている。 

・各章末では、導入部で示した「問い」を軸に、基礎・基本の確実な定着か

ら、意見をまとめて表現し話し合う活動まで、段階的に行える工夫がなさ

れている。 

５ 印刷・製

本等 

・文字や資料などは鮮明で、色彩もビジュアル性が高く、写真やイラスト等

の発色が美しい。 

・文字は、書き文字に近い専用の教科書体が使用（ユニバーサルデザインフ

ォント、カラーバリアフリー）され、文字の大きさも適切である。 

教科ごとの選定

の観点 

(共通) 

観点１について 

〇社会的な見方・考え方を活用して考えさせたい問いかけに、「見方×考え方

マーク」を付け、課題を追究したり解決したりする工夫がなされている。

また、各章のはじめに、学習の見通しが明記されている。 

観点２について 

〇本文の流れに即し、資料を丁寧に読み解きながら考察する学習を重視して

いる。写真・地図・グラフなどの多様な資料の読み解きについて、問いを手

がかりに取り組むことで、資料活用に繋がる工夫がなされている。 

〇学びを助ける三本の柱（LOOK、THINK、TRY）が明記されている。 

観点３について 

〇全てのページに「なぜ･･･」から始まるタイトルを付け、生徒の探究心を引

き出す工夫がなされている。 

観点４について 

〇地理や歴史での学習を振り返りながら、自分たちが暮らす身近な地域を改

めて見つめ直し、地域社会から課題を解決する考察・構想できるページが

充実している。 



観点５について 

〇３分野の学びを関連させ、社会をより深く理解することができるよう、毎

時間ごとに、ページ下に「関連コーナー」を明記している。 

 

(公民的分野) 

観点１（１）について 

〇１時間の中で学習したことを基に、「確認」では基本的な事項の確認と整理

をし、「表現」では社会的事象や課題などに関わる説明や話し合いなどの表

現活動と、段階的に振り返りながらまとめることができるよう工夫されて

いる。 

〇各章の終わりに学習のまとめと表現のページを設け、その章で学習したこ

とを明確にするとともに、「ＨＯＰ！」「ＳＴＥＰ！」「ＪＵＭＰ！」の三段

構成でより深く追究できるようにしている。 

観点１（２）について 

〇本時の学習内容と関連を図り、更に一歩進める今日的課題をテーマにした

特設ページを設けている。また、社会の諸課題を捉え、その解決に向けて

協働しながら多面的・多角的に考察し、表現する学習活動を促せるように

している。内容にもう一歩踏み込むことで、思考力・判断力・表現力を高

め、資料やイラスト等を読み込むことで、公正に判断し、議論することが

できるよう資料等も精選されている。 

観点１（３）について 

〇現代社会に見られる課題(特に、SDGｓ（持続可能な開発目標）の視点を持

って、地球規模の課題と向き合い、解決方法を探ることができるよう私の

提案作成ナビでわかりやすく説明している。 

 

  



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（公民的分野） 
４６ 帝国 

社会科 中学生の公民  

よりよい社会を目指して 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・教科の目標達成に結びつく内容であり、学習指導要領に示されている内容

の取り扱いに示す事項を不足なく取り上げている。 

 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・「自分ごと」として社会に参画する意識を育む内容となっている。 

・章・節・各本文それぞれの冒頭では、学習する内容を問い（「章の問い」「節

の問い」「毎時の学習課題」で示し、生徒自らが学習の見通しを持てるよう

にしている。また、それらの問いの対となるように、章・節・各本文ページ

の末尾に課題（「学習を振り返ろう」「節の振り返り」「確認しよう」「説明

しよう」）が設けられている。 

３ 分量 ・生徒が主体的に学習できるよう内容を重点化し、単元ごとに十分な学習活

動を保障できるよう端的な字数で構成されている。 

４ 使用上

の便宜 

・様々な特設ページやコラムを設定し、学びを深める工夫がある。 

・QRコンテンツを７２８設けてあり、「個別最適な学び」に役立てられる。 

・教科書の学習内容とリンクした「学習の前に」「学習を振り返ろう」「アク

ティブ公民」「パン屋さんをつくろう」のリンク集、ワークシート、アプリ

ケーションなどで、学習内容の定着を図ることができる。 

５ 印刷・製

本等 

・全ての生徒が使いやすいユニバーサルデザインに基づいた編修がなされて

いる。文字は、読みやすいユニバーサルデザインフォントが採用され、重

要語句は、ゴシック体の太さやルビの見やすさにも工夫が見られる。 

教科ごとの選定

の観点 

(共通) 

観点１について 

〇「技能をみがく」コーナーを６箇所設け、ロールプレイングやディベート、

ディスカッションなどのスキルを扱い、主体的な取組を促すことによって、

自主・自立の精神を養うようにしている。 

観点２について 

〇本文ページの中の各種写真・統計類において、「資料活用」の問いを設け、

習得した技能を生徒自身が日頃から磨けるようにしている。 

〇パフォーマンス課題を設定したアクティブ・ラーニング型の授業を行える

「アクティブ公民」を特設ページとして１０箇所、コラムとして３１箇所

設けられている。様々な立場を踏まえて議論を進めることにより、合意形

成を促される。 

観点３について 

〇人権や環境・エネルギー、防災といった現代社会の課題を豊富に掲載し、

持続可能な開発目標（SDGｓ）の意義への理解に繋がる工夫が見られる。 

「未来に向けて」コーナーでは、人権の尊重や環境保全、防災といった現



代社会の課題を多く取り上げている。 

〇「アクティブ公民」では、将来の日本の電源構成案を考える活動を通して、

持続可能な社会の形成に向けて、具体的に考えを深める工夫がある。 

観点４について 

〇パフォーマンス課題を設定したアクティブ・ラーニング型の授業を行える

「アクティブ公民」を特設ページとして１０箇所、コラムとして３１箇所

設けている。 

観点５について 

〇「小学校・地理・歴史との関連」の欄が設けられていて、小学校社会科で学

習した内容を確認できるよう、関連用語が提示されている。また、資料に

は「小・地・歴」アイコンが付され、小学校の学習との関連を確認できる。 

 

（公民的分野） 

観点１（１）について 

〇実社会に興味を持たせる本文の工夫や学習内容を俯瞰してイメージできる

イラストを「学習の前に」のコーナーに設けている。また、身近な事例か

ら実感を持って学習できる資料を「導入の具体事例」としても設けている。

このことで、現代の社会的事象に関する情報を自分事として効果的に調べ、

まとめる技能を育成する内容となっている。 

観点１（２）について 

〇章末に「学習を振り返ろう」を設け、学習した知識・技能の確認だけでな

く、「学習の前に」（章・節の問いをイラスト化したもの）を振り返ったり、

思考ツールを用いた学習事項の整理と「対話」を通しての「章の問い」に

対する考えをまとめられるように工夫している。そのことで、「深い学び」

の実現を図ろうとしている。 

〇５部に「課題探求学習」として、これまでの学習を踏まえて、みずから課

題を設定して探求学習ができるようにしている。各章の「学習を振り返ろ

う」で考えた探求テーマを参考にすることにより、より主体的な学習につ

ながるよう工夫している。 

観点１（３）について 

〇領土について、国際法に則った日本政府の立場や解決に向けた取り組みを

丁寧に説明していて、各国が相互に主権を尊重し、国民が協力し合うこと

の大切さについての自覚を深める内容になっている。 

 

 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（公民的分野） 
１１６ 日文 中学社会 公民的分野 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・社会的な見方・考え方を働かせるために、各章の導入ページでは、生徒た

ちが主役となったマンガによって、各章の学習に関心を持たせ、身近な場

面から章の学習内容に関する問いを考え、その問いに対する答えを予想し、

学習の見通しを持つことができるようになっている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・原則 1授業時間を見開き 2ページとし、この 1時間で何を学ぶのか、どの

ようなことに着目して学習を進めるのかを「学習課題」「見方・考え方」で

明確にしている。 

・各章の節ごとにその節の問いを表し、学習の流れを確認することができる。 

３ 分量 ・中学校学習指導要領(社会科)に示された目標に則り、学習指導要領の内容を

もれなく扱い、単元を適切に構成・配列している。 

 

４ 使用上

の便宜 

・基礎的・基本的な知識の定着のため、QRコードからスライドショーで順序

立てて説明ができ、確認をすることができる工夫をしている。 

・紙面だけでは伝わらない臨場感として、QR コードから動画視聴ができる

ように工夫している。 

５ 印刷・製

本等 

・教科書本文には、読み間違えにくくわかりやすいユニバーサルデザインフ

ォントを使用。 

・特別支援教育やカラーユニバーサルデザイン（CUD）の観点から、全ての

生徒が等しく情報を読み取ることができる工夫をしている。 

教科ごとの選定

の観点 

(共通) 

観点 1について 

〇社会的な見方・考え方を働かせることができるように、すべての見開き本

文ページに、学習課題の解決に向けて手がかりとなる主な「見方・考え方」

の例を示している。 

〇「アクティビティ」では、アクティブラーニングの視点から、具体的な事

例について、資料の読み取りや協働的な学習など「どのように学ぶか」を

見据えて、教材を作成している。 

観点２について 

〇各単元に「明日に向かって」私たちの社会参画というコーナーを設け、課

題を設定し、そこにある資料をもとに思考・判断し、まとめるという工夫

がなされている。 

観点３について 

〇現代社会、憲法、政治、経済、国際社会の各単元で、学習した知識を生かす

ことのできる課題を設定している。そこでは、他者と協働的に学習を進め、

多面的・多角的に課題を考えることができるよう配慮している。また、与

えられた資料やそれまでの学習内容を整理し、客観的事実と自分の意見を



整理して表現できる工夫が見られる。 

観点４について 

〇社会的事象等について調べ、まとめる技能の育成に資する教材として、特

設ページに「情報スキルアップ」、巻末や本文中に「思考ツール」や「ニュ

ースの見方・考え方から見てみよう」など多様な教材を設けている。 

〇生徒の学習を支援するページとして、たびたび必要となる世界地図を大き

く掲載し、世界と日本の比較をわかりやすく表している。 

観点５について 

〇小学校での既習事項や地理的分野・歴史的分野の内容を巻頭３や教科書本

文の中に連携コーナーとして設定している。（「小学校で学習した内容」「地

理(関連資料)」「歴史(関連資料)」） 

また、巻末に、公民的分野の学習内容と他教科の関わり、高等学校公民科

「公共」についても掲載している。 

 

(公民的分野) 

観点１（１）について 

〇現代社会、憲法、政治、経済、国際社会の各単元で、学習した知識を生かす

ことができる課題を設定している。それらの課題について、資料を基に調

べまとめる内容が盛り込まれている。 

観点１（２）について 

〇社会参画を促すための手掛かりとなるようなページとして、「明日に向かっ

て」という項目を１０箇所設けている。その特設ページで、公正に判断す

る力、思考・判断したことを説明し議論する力を養えるよう工夫されてい

る。 

観点１（３）について 

〇「チャレンジ公民」という項目を章末に設け、与えられた資料を基に社会

の課題についての考察、構想を行い、生徒が「見方・考え方」などを用い

て、判断基準を踏まえて表現することができるような内容になっている。 

 

  



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（公民的分野） 
２２５ 自由社 新しい公民教科書 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・各章末のページ等で思考・判断・表現させることによって、公民として必

要な主体的・実践的な能力を伸ばしていくことができるようにしている。 

・生徒の発達段階を考慮し、基礎的な意味を理解できるように基礎的事項を

厳選している。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・課題の探求を目的として、各章末のページや終章のレポート、卒業論文等

で自らの考えをまとめ、発表する機会を設けている。 

・自主的に学習するように、各章末のページで自ら表現し、自ら考え、自ら

答えていく学習ができるようにしている。 

３ 分量 ・授業時数から見て適切な分量である。 

４ 使用上

の便宜 

・資料や図などは学習を進める上で精選されている。生徒の思考を促す挿絵

は大きく、写真は小さめで、適度な空白があり目に優しい。 

・発展的に学習して理解を深めることが必要なところでは、特設ページを設

けていて、それ以外の内容と区別している。 

５ 印刷・製

本等 

・落ち着いた配色で印刷されている。 

・製本も使用に耐えられる。 

教科ごとの選定

の観点 

（共通） 

観点１について 

〇現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとする態

度を養い、平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資

質・能力の基礎を育成することができる内容になっている。 

観点２について 

〇終章にレポートと卒業論文を作成する活動が設定されていて、諸資料から

様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身につけさせることができる内

容になっている。 

観点３について 

〇終章にディベートを実践する活動が設定されていて、多面的・多角的に考

察する力や思考・判断したことを説明し、議論する力を養うことができる

内容になっている。 

観点４について 

〇愛国心についての記述があり、また裏表紙に日本各地の伝統的工芸品を紹

介していて、自国を愛するとともに我が国の伝統や文化に対する愛情を深

めることができる内容になっている。 



観点５について 

〇地理的分野・歴史的分野の基礎の上に公民的分野の学習を展開できる内容

になっている。 

 

(公民的分野) 

観点１（１）について 

〇一緒に公民を学ぶ先生と友だちの挿絵の吹き出しによって、生徒の思考を

促すようにして、個人と社会との関わりを中心に理解を深める内容になっ

ている。 

観点１（２）について 

〇特設ページや終章で、現代社会に見られる解決すべき課題を多面的・多角

的に考察、構想し、自分の考えを説明、論述する力を育成する内容になっ

ている。 

観点１（３）について 

〇裏表紙に我が国の領域を掲載したり、特設ページを設けて我が国の領土問

題について詳しく解説したりしている。また、各国が相互に主権を尊重し、

国民が協力しあうことの大切さについての自覚を深める内容にもなってい

る。 

 



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

社会 

（公民的分野） 
２２７ 育鵬社 新しいみんなの公民 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

・学習指導要領に示されている内容を不足なく取り上げている。 

・図表類、写真には適宜、理解を深めるための解説を示す等、有効な資料活

用のための工夫がなされている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

・教育基本法が定める目標を達成するため、生徒が、幅広い知識と教養を身

につけ、豊かな情操と道徳心を培い、伝統と文化を尊重し、我が国と郷土

を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度

を養うことを主眼としている。 

３ 分量 ・１単位時間の内容が見開き２ページで構成されている。また、学習指導要

領が示す公民的分野の授業時間数 100 時間で学習が完結できる分量となっ

ている。 

４ 使用上

の便宜 

・「学びのテーマ」「学び方の方法や手段」「まとめ方」などを示し、生徒の「主

体的・対話的で深い学び」につながる工夫をしている。 

・ICTを活用した学習を促ＱＲコードを目次と各章の冒頭に用意している。 

５ 印刷・製

本等 

・図版は色覚特性を踏まえて、判別しやすい色の使用や表示の工夫がなされ

ている。ふりがなにはゴシック体を用い、小さな文字が読み取りにくい生

徒も読みやすいようにしている。 

・造本は長期の使用に耐えうる丈夫な製本となっている。 

・紙は質の高い再生紙を使用し、印刷には環境に配慮した植物油インキを使

用している。 

教科ごとの選定

の観点 

(共通) 

観点１について 

〇グローバル化が進む現代社会の特徴や、国際社会においてルールを守るこ

との大切さ、国際協力の必要性がわかりやすく説かれている。 

〇国際社会が抱える諸問題に関する教材や、平和教育に関する教材を取り上

げ、生徒が平和な国際社会の実現や国際社会の発展に寄与していくための

基礎を養えるようにしている。 

観点 2について 

〇我が国の国土と歴史に関しては、地理的分野・歴史的分野での既習事項を

本文左側に語句で表し、関連性をつかめる工夫をしている。また、「学習を

深めよう」のコーナーで、資料活用の手がかりを示している。 

観点３について 

〇生徒が多面的・多角的に考察できるようにバランスのとれた資料の選定、

本文の記述を工夫している。 

観点４について 

〇我が国の領土問題や北朝鮮による日本人拉致問題については、日本政府の



見解を紹介し、明確に記述している。これをもとに、主体的に解決しよう

とする態度が育つように配慮している。 

観点 5について 

〇小学校社会科で学習した関連内容については各章扉で、地理的分野・歴史

的分野で学習した関連内容については該当する見開きで紹介することによ

り、小・中の系統的学習を図ることが工夫されている。 

 

（公民的分野） 

観点１（１）について 

〇本文で学習したことをより詳しく説明している。関連する情報を紹介する

「学習を深めよう」のコーナーの資料を効果的に活用し、まとめることが

できるよう工夫している。 

観点１（２）について 

〇社会的事象の意味や意義を側注にわかりやすく表し、現代社会に見られる

課題について、コラムで紹介している。その側注やコラムを参考に、多面

的・多角的に考察し、ディベートやシミュレーションをする事により議論

する力を養うようにしている。 

観点１（３）について 

〇現代の社会事象の一つとして、SDGｓ(持続可能な開発目標)がある。その

SDGｓの１７のゴールを口絵に示し、教科書の学習内容について、その中

のどれにあたるか考えられるように工夫されている。また、SDGｓに関す

る教材を豊富に紹介することにやり、生命や自然、環境について積極的に

考えられるよう工夫もしている。 
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数　　学
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京築教育事務所管内教科用図書調査研究協議会



番号

2

4

11

17

61

104

116

中　学　校　教　科　書　　一　覧

中学数学

大日本図書（株） 数学の世界

数　　学

教科書名（シリーズ）

東京書籍（株）

略称

教科書種目

発行者名

新編　新しい数学

中学校　数学

これからの　数学数　研

学校図書（株）

大日本

教育出版（株）

数研出版（株）

（株）新興出版社啓林館 未来へひろがる数学

日本文教出版（株）

中学数学

東　書

啓林館

教　出

日　文

学　図



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

数学 ２ 東書 新編 新しい数学 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

 学習指導要領に示す数学科の目標達成に結びつく内容になっている。 

 内容の程度は、各学年の発達の段階に適応している。 

 学習指導要領に示す教科及び各学年の目標に従い、学習指導要領に示す各 

学年の内容及び内容の取扱いに示す事項を不足なく取り上げている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

 各教科等及び学年相互間の関連を図り、系統的・発展的な指導ができるよ 

う配慮されている。 

 言語活動の充実については、多様な意見が出やすい場面には紙面右下の２ 

次元コード「対話シート」を通して、生徒一人ひとりが主体的に自分の考え 

を表現したり、共有したりしやすいように大きな図を配置している。ペア学 

習やグループ学習、教室全体での意見の共有などの協働的な学びの場面で一 

人一台端末を効果的に利用できるようにしている。 

体験的な学習や問題解決的な学習については、「Ｑ（考えてみよう・調べて

みよう）」で問題解決的な学習を用意している。「補助発問（①、②、･･･）」を

手掛かりに生徒が既習をいかして自ら考えたり、調べたりする活動を通して、

新たな知識や技能を身に付けるようにしている。知識・技能を活用する場面

では、「深い学びのページ」をほぼ全ての章に設定している。側注の問題解決

の過程に沿って、生徒が自ら考え、対話を通して考えを深めるようにしてい

る。 

個に応じた指導については、必ず解けるようになりたい問題には♡マークを 

付けており、つまずきに対応できるようにしている。また、早く終わった生 

徒のためにＱＲコンテンツで補充問題を設定している。また、章末のまとめ 

は基本的な「章の問題 A」と発展的な「章の問題 B」の２段階で設定されて 

いる。また、自分の進度に合わせて自学自習できる、ＱＲコンテンツが用意 

されている。 

３ 分量  配当時数は第１学年１２９時間、第２学年９６時間、第３学年１１９であ 

り、本文は、第１学年２４８ページ、第２学年１９２ページ、第３学年２２ 

４ページで、授業時数から見て適切な分量である。 

 内容の配分も適切であり、各領域にも偏りはない。 

４ 使用上

の便宜 

 １単位時間で扱う内容を見開き２ページにまとめられている。  

 デジタルコンテンツについては、ＱＲコンテンツが本文中に１７５２箇所 

で掲載されている。「Ｄマーク」のついた箇所では、インターネット上にデジ 

タルコンテンツを用意している。「マイ教科書・マップ」「動画」「シミュレー 

ション」「フラッシュカード」「ヒントと解答」「ワークシート・対話シート」 

「教科リンク・ちょっと確認・Web サイト」を豊富に用意している。「虫眼鏡 

マーク」では、「見方・考え方」を引き出したり、学びを振り返って「見方・ 

考え方」を意識付けたりできるようにしている。また、過去５年間分の入試 

問題にもアクセスできるようになっている。「深い学びのページ」では、問題 

発展・解決の過程を意図した活動を通して「思考力・判断力・表現力」の育成 



を図っている。生徒が自らの学びを振り返ることができる仕組みやコーナー 

を用意している。 

 資料、挿絵、写真、図など学習に有効に働くように適切に配置されている。 

 発展的な学習内容については「発展」マークが明記されている。 

５ 印刷・製

本等 

ユニバーサルデザインフォントやカラーユニバーサルデザインに配慮して 

いる。印刷は鮮明であり、文字の大きさ、字体、行間も適切である。製本の様

式、材料なども適切である。 

巻末の教具は、制作や観察に生かせるもので、ミシン目も入っていて簡単 

に切り離せるなど、細かい配慮がなされている。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 数学科の総括目標の達成に資する内容となっている。 

２ ４領域構成になっている。またどの領域も［数学的活動］を通して指導

できる内容となっている。個別最適な学びと協働的な学びを通して主体的・

対話的で深い学びを実現できる内容となっている。 

３ ［Ａ 数と式］ 

・ 「素因数分解」と「累乗の指数」を０章で取り扱っている。 

・ 第２学年の「文字式の利用」では全国学力・学習状況調査で取り扱われ 

ている題材・問題を取り上げている。 

・ 「連立方程式の利用」では、立式させる際に、言葉の式、表、数直線を 

もとに数量関係を明らかにしている。 

・ 「平方根」で近似値を取り扱っている。 

・ 「２次方程式」では平方根、解の公式、因数分解の順に取り扱っている。 

４ ［Ｂ 図形］ 

・ 「証明のすすめ方」の節を設け、「構想を立てて証明する」内容になっ 

ている。 

・ 「相似の利用」で有効数字を取り扱っている。また「相似」の証明は、 

「２組の角がそれぞれ等しい」の１つの相似条件のみの取り扱いになっ

ている。 

５ ［Ｃ 関数］ 

・ 「１次関数の利用」では、全国学力・学習状況調査や高校入試で扱われ 

ているような題材・問題を取り扱っている。 

・ 「２次関数」で３年間の関数の学習を振り返る構成になっている。 

６ ［Ｄ データの活用］ 

・ 「確率」「箱ひげ図」の順になっている。 

・ 「確率」では、袋の中から２個の玉を取り出す事象を取り上げる必要

がある。 

７ 数学的活動については、学習指導要領解説に示されている９つの数学的

活動例の題材は、ほぼ全て設定されている。また、日常生活や社会の事象

から問題を見出し解決する活動では、「数学化」や「活用・意味づけ」にあ

たる発問を設定し、数学の事象から問題を見出し解決する活動では、「統合・

発展」にあたる発問を設定している。 

８ 章末の「問題 B」では、全国学力・学習状況調査に対応した問題を取り

上げており、根拠を明らかにし、筋道立てて説明する場面を設定している。

また、「振り返りレポート」を配置し、学習で働かせた見方・考え方振り帰

る確認できるように設定されている。 



９ 紙面右下の２次元コードから学びをひろげるデジタルコンテンツを利用

できるようにしている。１人１台端末を授業のなかで主体的・対話的で深

い学びを表現したり、生徒の自学自習を助けたりするための学びの文房具

として位置づけている。 

  「Ｄマーク」のついた場所では、インターネット上にデジタルコンテン

ツを用意している。 

１０ 授業中に生徒が操作し、主体的・対話的で深い学びを実現できるオリ 

ジナルのシミュレーション（１年１３６コンテンツ、２年８１コンテンツ、 

３年８４コンテンツ）を用意している。多様な方法で解決したり、値を変 

更して発展的に考えたりする生徒の学びの自由度を大切にしている。  

１１ ［用語・記号］は、各学年の内容と密接に関連させて取り上げた内容 

になっている。  

  



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

数学 ４ 大日本 数学の世界 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

 学習指導要領に示す数学科の目標達成に結びつく内容になっている。 

 内容の程度は、各学年の発達の段階に適応している。 

 学習指導要領に示す教科及び各学年の目標に従い、学習指導要領に示す各 

学年の内容及び内容の取扱いに示す事項を不足なく取り上げている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

 各教科等及び学年相互間の関連を図り、系統的・発展的な指導ができるよ 

う配慮されている。 

 言語活動の充実については、「判断しよう」「伝えよう」などの場面で、思 

考力・判断力・表現力やコミュニケーション能力を伸ばす問いが用意されて 

いる。さらに、まちがい問題などで、批判的思考を養うこともできる。各章 

の「活動」では、自分の考えを説明したり、互いの考えを伝え合ったりする 

活動になるように問題の問い方を工夫している。また、「判断しよう」「伝え 

よう」のマークのついた問題では、数学的な表現を用いて他の人に伝える問 

題となっている。 

 体験的な学習や問題解決的な学習については、各章の「利用」の課題にお 

いて問題解決の進め方を４つのステップ方式で構成しており、章末の「活用・ 

探求」や巻末の「課題学習」等の問題でも問題解決的な学習の充実を図って 

いる。 

 個に応じた指導については、「例」と「Ｑ」の間に必要に応じて「たしかめ」 

を設け、基礎基本の定着を図るようにしている。早く問題を解き終わった生 

徒のために、問の横欄に「プラス・ワン」の問題を記載している。「プラス・ 

ワン」の解答は次ページの脚注として掲載されており、活用しやすい。節末 

の「たしかめよう」では、大問ごとに戻るべき箇所が明示されているためや 

や復習しにくい。また、各章末に基本的な「〇章をふり返ろう」と応用的な 

「力をのばそう」の２段階で構成されており、個に応じた指導に対応してい 

る。さらに巻末には「補充問題」「総合問題」が用意されている。 

３ 分量  配当時数は、第１学年１２５時間、第２学年９２時間、第３学年１０４時 

間であり、本文は、第１学年２６３ページ、第２学年１９９ページ、第３学 

年２３５ページで、授業時数から見て適切な分量である。 

 内容の配分も適切であり、各領域にも偏りはない。 

４ 使用上

の便宜 

 １単位時間で扱う内容を見開き２ページにまとめている。 

目次で、「これまでに学んだこと」として既習事項とのつながりを示してい

る。章の導入でも、これまでの学習とのつながりを具体的に示している。 

各項ごとにめあてが明示されており、配当時間の目安が□で示されている。 

各章末に、「活用・探究」問題が掲載されており、学習した内容を使ってさ

らに挑戦、探究する構成になっている。 

章末や巻末にある「社会にリンク」「ＭＡＴＨＦＵＬ」などの読み物資料が

充実しており、興味関心を引き出したりキャリア教育との関連を図ったりし

ている。 



紙面上に掲載された２次元コードから、問題のシミュレーションや動画を

みることができる。「数学の世界ＷＥＢプラス」（ウェブサイト）にすべての

例・例題についての解説動画を用意し、個々の状況に応じて繰り返し視聴し、

理解が高まるようにしている。ＣＢＴ対応の問題やグラフ作成ツールも用意

されている。 

巻末に「○年のまとめ」として重要なことがらを章ごとにまとめている。

切り取ってコンパクトな冊子にできるため、その後も利用できる。 

５ 印刷・製

本等 

 ユニバーサルデザインフォントやカラーユニバーサルデザインに配慮して 

いる。印刷は鮮明であり、文字の大きさ、字体、行間も適切である。製本の様 

式、材料なども適切である。領域ごとに見出しの色が変わり、紙面の印象が 

変わる。 

 巻末の教具は、制作や観察に生かせるもので、ミシン目も入っていて簡単 

に切り離せるなど、細かい配慮がなされている。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 数学科の総括目標の達成に資する内容となっている。 

２ ４領域構成になっている。また、どの領域も［数学的活動］を通して指

導することができるようになっている。 

３ ［Ａ 数と式］ 

 ・ 第２学年「式の利用」では、学習指導要領解説や全国学力・学習状況調

査で扱われているような題材を取り上げている。 

・ 「連立方程式」では、加減法と代入法のどちらを先に学習しても進め

やすいように工夫されている。 

 ・ 「連立方程式の利用」では、立式の段階で、表を利用して数量関係を明

らかにする指導が中心である。 

 ・ 「平方根」で、有効数字を取り扱っている。 

 ・ 「２次方程式」の解き方は、因数分解・平方根・解の公式の順に取り扱

っている。  

４ ［Ｂ 図形］ 

 ・ 「角と平行線」の節の中に、図形の性質を補助線をひいて調べる時間

を設定している。 

 ・ 「構想を立てて説明する」は、指導に工夫が必要である。 

 ・ 第２学年「三角形と四角形」では、反例を丁寧に押さえている。 

 ・ 「相似」では、相似の位置で１つの項（１時間）を設定している。 

５ ［Ｃ 関数］ 

 ・ 「１次関数の利用」では全国学力・学習状況調査や高校入試で扱われ

ているような題材・問題を取り上げている。 

 ・ 第３学年「関数」では、導入課題とその後の学習の関連に工夫が必要

である。  

６ ［Ｄ データの活用］ 

 ・ 「箱ひげ図」「確率」の順になっている。 

 ・ 「標本調査」では、調査方法や結果が適切か考察する内容が本文中に

含まれている。 

・ 実際のデータが多く用いられている。 

・ 実社会において、データ活用が役立つことを紹介するなど、データ活

用に関する知識技能の必要性を実感できるよう配慮されている。 



・ データ活用が有効な場面では、コンピュータや電卓の使用を推奨して

いる。 

７ 数学的活動については、学習指導要領解説に示されている９つの数学的 

活用例の題材はほぼ全て設定されている。また、題材の半分以上が各章の 

「利用」で取り上げられているため、指導者は数学的活動を意識して取り 

組むことができる。 

８ 「判断しよう」や「伝えよう」で、判断した理由や自分の考えを数学的に 

説明する記述式の問題が設定されている。 

９ 電卓を使う場面を設定し、効率よく学習できるようになっている。 

  また、本文の「ＷＥＢ」マークをつけた箇所では、各学年巻頭のＱＲコ 

ードからアクセスして利用できるデジタルコンテンツを用意している。 

１０ 「図形」の作図や正多面体の組み立て、因数分解や三平方の定理のパ 

ズル、「確率」のサイコロ等、操作的活動を取り入れた内容になっている。   

１１ ［用語・記号］は、各学年の内容と密接に関連させて取り上げた内容 

になっている。 

  



教科書種目 
発 行 者 

教科書名(シリーズ) 
番 号 略 称 

数学 １１ 学図 中学校 数学 

 

項   目 項 目 毎 の 調 査 研 究 結 果 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

１ 内容の

範囲及び

程度 

 学習指導要領に示す数学科の目標達成に結びつく内容になっている。 

 内容の程度は、各学年の発達の段階に適応している。 

 学習指導要領に示す教科及び各学年の目標に従い、学習指導要領に示す各 

学年の内容及び内容の取扱いに示す事項を不足なく取り上げている。 

２ 内容に

関する配

慮事項 

 各教科等及び学年相互間の関連を図り、系統的・発展的な指導ができるよ 

う配慮されている。 

 言語活動の充実については、発見した課題を「Ｑ」として数学の問題にお 

きかえ、問題解決への話し合いの中から「目標」を見いだしている。「Ｑ」で 

は問題解決の見通しを立てる話し合いの場面を設け、自分の考えを他者に説 

明し伝える活動を積極的に取り入れ、数学的に表現する力が高められるよう 

にしている。本文中の「説明する力をつけよう」では、問題解決の方法など 

をわかりやすく正確に他者に伝えるためにはどうしたらよいかを、対話を通 

して考え、簡潔・明瞭・的確に表現する力が高められるようにしている。 

 体験的な学習や問題解決的な学習については、「Ｑ」に数学的な見方・考え 

方の例を示し、問題解決に向けて見通しを立てることにより、筋道を立てて 

論理的に考察できるようにしている。「数学的活動」のページにおいて問題解 

決の過程を示すことで、生徒は解決方法を確認しながら進めることができる。 

また、問題解決の見通しを立てるときに必要な「見方・考え方」を側注で示 

し、意識的に取り組ませるようにしている。 

 個に応じた指導については、「計算力を高めよう」で類型別に問題を提示し、 

自学自習ができるようにしている。ＱＲコードを各種準備し、詳しい解答を 

みたり、習熟やつまずきに対応したりできる。章末のまとめ問題は、「基本・ 

応用・活用」の３つに分け、個々の習熟度に柔軟に対応している。また、活用 

問題では、全国学力調査問題を取り扱っている。 

３ 分量  配当時数は、第１学年１２８時間、第２学年１００時間、第３学年１２３ 

時間教科書本文は、第１学年２７４ページ、第２学年２１６ページ、第３学 

年２５８ページで、授業時数からみて適切な分量である。 

 内容の配分も適切であり、各領域にも偏りはない。 

４ 使用上

の便宜 

 各章、各節のはじめに「疑問を発見する」ページを設定している。身のま 

わりの生活の中や数学の学習の中から主体的に疑問を発見するようにしてい 

る。発見した疑問を数学の問題におきかえ、数学化した問題「Ｑ」を考え、問 

題解決に向けた話し合いの中で、「数学的な見方・考え方」・「目標」を見出し、 

問題解決の見通しを立て解決していくことで、様々な知識を獲得していく構

成となっている。そして新たな疑問を発見する。 

 例の「考え方」では、根拠となる考え方や原理・法則が理解できるように

している。また、解答や照明が記述の模範となるようにノート形式で示して

いる。本文中の側注やＱＲコードに「ふりかえり」を入れて、小学校での学

習やこれまでの学習を想起できるようにしている。巻末の「深めよう」では、



章で学習した内容に関連した発展的な題材を、高校数学の内容を手がかりに

問題を解決できるようにしている。 

ＱＲコードには１０種類が提示されている。「アニメーション」「活動」「デー

タ」「映像」「ふりかえり」「チャレンジ」「パトロール隊」「別の解き方」「解

答」「リンク」。 

 資料、挿絵、写真、図などは学習に有効に働くよう適切に配置されている。 

 発展的な学習内容については「トライ」「発展」のマークが付いている。 

５ 印刷・製

本等 

 ＵＤフォントを使用し、文節での改行をすることで、文章を読む段階でつ 

まずくことがないように配慮している。見やすく区別しやすい色、デザイン 

を採用するとともに、色だけでなく形でも判別できるようにしている。 

 巻末の教具は、制作や観察に生かせるもので、ミシン目も入っていて簡単 

に切り離せるなど、細かい配慮がなされている。 

教科ごとの選定

の観点 

１ 数学科の総括目標の達成に資する内容となっている。 

２ ４領域構成になっている。また、どの領域も［数学的活動］を通して指

導することができるようになっている。 

３ ［Ａ 数と式］ 

 ・ 「数と式」では、「計算力を高めよう」を設定し、生徒の実態に応じて 

計算技能の習熟を図ることができるようにしている。 

 ・ 「方程式の利用」では、方程式を利用して問題を解く手順を段階をお

って示し、数学的な表現や処理の仕方が習熟できるようにしている。 

４ ［Ｂ 図形］ 

 ・ 「図形の論証」の導入では、命題を仮定と結論に分ける。根拠となるこ

とがらを説明する。証明を完成させる。などの問題を取り入れ、論証の

方法が段階をおって無理なく身に付くようにしている。 

 ・ 「円周角の定理」では、操作活動を基に、円周角と中心角の関係を帰納

的な方法によって予想し話し合う活動を取り入れ、課題意識をもって演

繹的な証明に結びつけることができるようにしている。 

 ・ ３年の図形領域では、「相似な図形」→「円」→「三平方の定理」の順

に章を配列し、三角形の相似条件と円周角の定理を関連づけて学べるよ

うにしている。 

・ ３年の「相似な図形」で有効数字を取り扱っている。 

５ ［Ｃ 関数］ 

 ・ 「１次関数の利用」の場面では、水を熱するときの時間と水温の関係

をグラフに表し、おおむね直線上に並んでいることから１次関数とみな

して予測する活動を設定し、事象を数理的に考察し、表現する能力が習

得できるように工夫している。 

 ・ 「２次関数の利用」では、スピードと制動距離の関係について関数を

使って考察することを通して、交通安全を考える上で数学が役立つこと

を理解できるようにしている。 

６ ［Ｄ データの活用］ 

 ・ 「確率」「箱ひげ図」の順になっている。 

 ・ 情報処理が効率的にできるよう、表計算ソフトの使い方を掲載してい 

る。 

７ 数学的活動については、学習指導要領解説に示されている９つの数学的 



活動例の題材はほぼ全て設定されている。「数学的活動のページ」では、「算 

数・数学の学習過程のイメージ」を具現化し、１つの課題に対する問題発 

見から解決までの過程が見えるよう、ページ右側にいま、どのような過程 

で学習しているかが明確になるように示している。   

８ 「Ｑ」に数学的な見方・考え方の例を示し、問題解決に向けて見通しを 

立てることにより、筋道を立てて論理的に考察できるようにしている。巻 

末の「表現する力を身につけよう」では、レポートの作成から発表までの 

ポイントや例を提示し、表現力を高める活動ができるようにしている。 

９ ＱＲコードで「パトロール隊」「チャレンジ」「ふりかえり」を設定し、基 

礎的・基本的な知識や技能が確実に習得できるようにしている。「パトロー 

ル隊」では、生徒が誤りやすい問題を解説している。 

１０ 「正の数・負の数の加法」では、カードゲームを取り入れて興味・関心 

を高め、コマの動きを基に加法の計算の仕方を考察し、一般化が図れるよ 

うにしている。 

１１ ［用語・記号］は、各学年の内容と密接に関連させて取り上げた内容 

になっている。 

  




